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別 紙

会議の概要及び結果

三浦委員長 ただいまから、総務企画委員会を

開きます。

本日は参考人として、立命館アジア太平洋大

学より須藤智徳先生にお越しいただいています。

須藤先生、本日は大変お忙しい中にもかかわ

らず、本委員会に御出席いただき誠にありがと

うございます。

委員会を代表して私からお礼を申し上げます。

さて、ＳＤＧｓは１７の目標と１６９のター

ゲットから構成されており、２０３０年までの

長期的な開発指針となっています。１０年後の

目標達成に向けては、県の新たな課題やあるべ

き姿も見えてくるのではないかと思っています。

また、このＳＤＧｓの取組は、県の長期総合

計画ともしっかりリンクさせ、現在、施策が展

開されています。

そういった中、今日は須藤先生から、ＳＤＧ

ｓと自治体での活用について話を伺い、いかに

より良い形を次世代に残していくのか、県議会

としてもしっかり取り組みたいと思っています。

限られた時間の中ですが、有意義な委員会に

したいと思っていますので、最後まで皆さんの

御協力のほどよろしくお願いします。

それでは、委員の自己紹介をします。

〔委員自己紹介〕

三浦委員長 本日は、委員外議員の皆さんと、

県の執行部の皆さんにもお越しいただいていま

す。

それでは、須藤先生から自己紹介と、引き続

き本日のテーマについて御説明をお願いします。

須藤参考人 三浦委員長、御紹介いただき、あ

りがとうございます。

皆さま、本日はこのような機会を賜り、あり

がとうございます。立命館アジア太平洋大学の

須藤と申します。

本日はＳＤＧｓと自治体での活用ということ

で御説明します。

初めに、私の自己紹介を簡単にさせていただ

きます。

〔パワーポイントにより説明〕

須藤参考人 たくさんあり過ぎますが、右側を

御覧ください。基本的には長く国際協力の仕事

をしてきています。

最初は民間の銀行ですが、その後、海外経済

協力基金、国際協力銀行――御案内のとおり政

策の関係で日本輸出入銀行と統合して国際協力

銀行になり、その後、国際協力の分野が切り離

され、国際協力機構（ＪＩＣＡ）と統合して、

それとともにいろいろと移っている状況です。

このＳＤＧｓに関しては、特に国際協力機構

に移る前から約１０年ほど、国際援助協調と呼

んでいますが、日本政府がほかの国々と連携し

ながら開発途上国の支援を行っていくといった

流れの中で、国連であったり、ＯＥＣＤ（経済

協力開発機構）であったり、世界銀行であった

り、そういったところと連携しながら、開発援

助に関する政策協調を行っていました。

その一環で、私もＪＩＣＡから日本政府の交

渉団という形で中に入り、持続可能な開発目標、

ＳＤＧｓの交渉にも入っていました。そういっ

た背景もあり、本日、ＳＤＧｓについて御説明

する機会をいただいています。

本日お話する内容は、大きく分けると、ＳＤ

Ｇｓの背景、それからＳＤＧｓとは何か、また、

そのＳＤＧｓを自治体でどのように活用してい

くのかを大きな３本柱としてお話します。

まず、ＳＤＧｓ、持続可能な開発目標ですが、

グローバル・ゴールズと世界では呼ばれていま

す。さきほど御案内にありましたとおり、１７

個のゴールと１６９のターゲット、また、それ

をモニターしていくための２４４の指標によっ

て構成されています。

この１７のゴールを決めるときは様々な議論

があったわけですが、そういった中で、人間、

地球、繁栄、平和、パートナーシップ、それぞ

れの頭文字を取って五つのＰと言われますが、
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これが五つの大きな柱としてあります。

特にこのグローバル・ゴールズ、ＳＤＧｓを

考えていく中で重要な考え方の一つが誰一人取

り残さないといった考え方です。インクルーシ

ブネスと呼ばれています。

詳細は、また後ほど御説明しますが、まず、

その歴史的な背景を少し簡単に御説明します。

一番最初、１９７２年に国連人間環境会議

（ストックホルム会議）がありました。御案内

のとおり、１９６０年代、７０年代は、特に先

進国において高度経済成長の中で公害問題が非

常にハイライトされていた時期でもあり、その

観点から、１９７２年にストックホルムで環境

と人間生活に関しての国際会議という形では初

めての会議が行われています。

それに伴い、その後、１９８７年にブルント

ラント報告という報告書が出されています。ブ

ルントラントさんはノルウェーの元首相でいら

っしゃいましたが、その委員会の中で持続可能

な開発という考え方を初めて示されています。

現在定義されているのは、このブルントラント

報告に基づくものです。

その後、１９９２年に地球サミットがブラジ

ルのリオデジャネイロで開催されています。こ

のときに環境条約と呼ばれる三つの条約、気候

変動枠組条約、生物多様性条約、砂漠化対処条

約が採択されています。

この右側の流れは、その締約国会議となるＣ

ＯＰと呼ばれているものです。

ずっと飛びまして、ちょうど１９９２年の地

球サミットから２０周年である２０１２年に国

連持続可能な開発会議がリオデジャネイロで開

催されています。これがＲｉｏ＋２０と呼ばれ

ている会議で、この会議の中で持続可能な開発

目標を策定しようという流れになっています。

ちょっと戻っていただいて、２０００年、国

連ミレニアムサミットというのがあります。こ

のミレニアムサミットでは、開発途上国がかな

り債務を負っていて、債務で首が回らないとい

った国々も出てきていた。そういった状況の中

で、特に開発途上国の中では人口の約半分が貧

困層、それも１日１．２５ドルですので、大体

１日１５０円ぐらいでしか生活できていない方

々が人口の約半分いました。

そういった関係もあり、国連ミレニアムサミ

ットでは貧困を削減していこうというものが一

つ大きな柱となり、ＭＤＧｓ、ミレニアム開発

目標が策定されました。

このＭＤＧｓが実は２０１５年までに達成す

べき目標という形で設定されていましたが、２

０１５年、その後の枠組みをどうしようという

議論、それから、さきほどの２０１２年のＲｉ

ｏ＋２０で持続可能な開発目標を策定していこ

うというものが統合される形になり、２０１５

年、国連サミットにおいて、持続可能な開発目

標が採択されたという形になっています。

そもそもこの開発という考え方ですが、簡単

に開発というものを御説明します。

一般的に、開発という言葉と発展という言葉

があり、英語ではどちらもデベロップメントと

呼んでいます。デベロップという動詞がありま

すが、そのデベロップという動詞の中には自動

詞といって自律的な動きになっていくものと、

他動詞、ほかからの力によって動かされるもの、

この二つの考え方があり、日本語ではそれを発

展と開発と訳し分けています。

この図で言うと、青いラインになる部分が、

いわゆる発展、つまり自律的に成長していくラ

インです。

もちろん、自律的に少しずつではありますが、

発展はしていきます。ただし、外からの介入と

呼んでいますが、何か大きな力、若しくは大き

な助けを得ることによって、自律的に頑張って

いくよりも、より高い伸びを示していく、これ

が開発という考え方になってきます。

そのため、私がこれまで取り組んできた国際

援助、開発援助といった世界の中で言うと、例

えば、日本が開発途上国に対して資金や技術を

協力していくことによって、開発途上国が青い

線で自律的に発展していくだけでなくて、より

高いレベルで発展していく、赤いラインに乗っ

ていくような支援を行っていきましょうという

考え方でした。ですので、こういったものを開

発協力と呼んでいます。
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この開発協力を行っていく際には、長期計画

などの議論でも行われていると思いますが、ま

ずは現状をちゃんと知っておくということ、そ

れから、将来どのようなビジョンを設定してい

くのかということ、そのビジョンを達成してい

くためにどのようなプロジェクト、どのような

計画をつくり、どのようなプロジェクトを実施

していくか、この３点が開発という考え方の中

では非常に重要になってきます。

ただ、この開発という考え方は非常に一般的

な考え方ではありますが、必ずしも長期的な視

点は持っていなかった部分があります。それも

あるので、ブルントラント報告の中では持続可

能であるようにしましょうという形になりまし

た。

では、この持続可能というのはどういうこと

かということですが、こちらに定義を示してい

ます。

将来世代が自身の要求を満たそうとする能力

を損なうことなく、現在の世代の要求もしっか

り満たせるような開発を行っていくことを、持

続可能な開発と定義をしています。

最近よく持続可能性、若しくは持続可能なと

いう話が出てくるようになりましたが、ここで

いう定義は現在の世代の要求はしっかり満たし

ていかなければいけない。ただし、現在の世代

だけではなく、将来の世代の人たちがどういう

要求をしてくるか分からないが、その要求して

いくような能力を損なわないようにしましょう

ということがこの持続可能という考え方になっ

てきます。

そのため、持続可能な開発目標というときに

は、現在の世代が成長していく、さきほどの開

発の定義にあったような成長していくだけでは

なく、将来の人たちにとっても望ましい形をつ

くっていく必要がある。ただし、残念ながら、

将来の世代の人たちはまだこの世にはいません。

多分私たちの子どもや、今、私は大学で教えて

いますが、大学生たちの子どもや孫たちが将来

世代でして、残念ながら、将来世代を代表する

人たちというのは、現在この世の中にはいませ

んので、その人たちがどのようなニーズを持つ

のか、そのニーズに対して我々はどのように彼

らに対してその要求をちゃんと満たせるような

仕組みをつくっていくのか、ここが実は非常に

大きなポイントになってきます。

そのため、持続可能な開発を考えていくとき

には、大きく三つの柱があるとされています。

一つは、私たちが住んでいる地球です。この

地球、もちろん自然環境です。これは残念なが

ら、人間がつくることはできません。地球が存

在しているからこそ人間が生活できている。人

間だけでなく、そのほかの動物や植物もそうで

す。残念ながら、今の科学技術では人間が地球

以外で生活するのは非常に難しい状況ですので、

まずは生活の基礎としての地球というのが一つ

あります。

この地球という星の上に我々は住んでいます

が、一人で住んでいるわけではありません。た

くさんの人々と一緒に住んでいます。そのほか、

動植物とも住んでいるわけです。

人間の場合は一人で住んでいるわけではなく、

ほかの人とつながりながら生活している。ほか

の人とつながりながら、グループというか、コ

ミュニティをつくって生活している。こういっ

たコミュニティのことを社会と呼んでいます。

人々には、それぞれ自分の得意分野があり、

トマトを作るのがうまい方、鶏を育てるのがう

まい方、料理をするのがうまい方などがいます。

こういった方々がそれぞれ自分の強みをいかし

て価値をつくり、その価値をお互いに交換し合

いながら、より豊かな生活を行っていくという

価値の交換の仕組み、これを経済と呼んでいま

す。

経済、社会、地球環境、この三つが持続可能

な開発の３本柱と言われているものです。英語

ではトリプルボトムラインと言われています。

では、この三つの視点から、持続可能な開発

って一体何なのということを考えていきたいと

思います。これは環境システム、経済システム、

社会システムという三つのシステムで構成され

ています。

御案内のとおり、経済システムや社会システ

ムは人間がつくったものです。我々は様々な社
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会というものをつくり、その中にいろんな制度

やルールがあります。また、経済システムも価

値をどのように交換していくのか、どうやった

ら経済は成長していくのか、これは人間がつく

ったシステムですので、我々がコントロールす

ることがある程度可能です。

より良い社会システムからは、より安定的に

経済に対して、例えば、労働力を創造すること

ができ、より良い社会の中では働いている皆さ

んがそれぞれ最も高い価値を生み出していく、

生産性を高めていくことが可能になってきます

し、それによって経済成長が進むと、それによ

る恩恵として、今度は社会システムの方に給与、

若しくは労働対価が分配される形で社会システ

ムがより安定的になっていく仕組みがあります。

この経済システムと社会システムをそれぞれ

支える形で、環境システム、若しくは地球シス

テムがあります。ここから我々は天然資源を得

たり、きれいな空気やきれいな水によって豊か

な生活を送ることが可能です。

ただ、この地球の環境システムは我々がつく

ったものではなく、与えられたものであり、そ

の資源を与えられたまま、それをうまく使って

生きているわけですが、残念ながら、経済シス

テムから環境システムに、若しくは社会システ

ムから環境システムに何かフィードバックをし

ているかというと、決してそういったフィード

バックがありません。

そのため、我々は環境システムに依存しなが

らも、その資源であったり、そこから得られる

豊かな水、空気、そういったものを消費だけし

て、返すことがない状態になっています。そう

すると、使い過ぎれば、当然、この環境システ

ムから得られるものが少なくなってくる。

資本という考え方でいくと、自然資本がどん

どん減少していきます。もちろん、この自然資

本も一部は社会資本であったり、経済資本に転

換していくので、経済資本や社会資本の減少は、

当初の間はそれほど大きくはありません。ただ、

自然資本が使えなくなってしまうと、そこから

コンバートしていく、変換していく社会資本や

経済資本もどんどん減少していくので、将来世

代に残せるものは今よりも少なくなってしまい

ます。これは、持続可能な開発の定義にあった

将来の世代の人たちが自分の能力をしっかり満

たそうとする能力を現代の人たちが損なってい

るんじゃないかという考え方になるわけです。

持続可能な開発を考えていくとき、よく環境

の話が出てくるのはこのためですね。自然資本

が同じか、若しくはある程度増えていかないと、

それから変換していく社会資本や経済資本の成

長はなかなか見込めなくなってくる。そうする

と、環境を守っていく、若しくは環境をより豊

かにしていくことによって、今後、将来世代の

人たちがより豊かな自然資本、若しくは社会資

本や経済資本を使ってより豊かな生活を送れる

仕組みをつくっていきましょう、こういったも

のが持続可能な開発の考え方になってきます。

持続可能な開発目標に行くまでの歴史的な背

景にさきほど少し触れましたが、その前にあっ

たミレニアム開発目標、ＭＤＧｓについて簡単

に御説明したいと思います。

ＳＤＧｓに比べると、かなりゴールの数は少

なく、八つのゴール、２１のターゲットと６０

の指標によって構成されています。

このミレニアム開発目標ですが、設立された

ときには、開発途上国の貧困の削減であったり、

初等教育の向上であったり、ジェンダー──ジ

ェンダーは今でも先進国でも絡みますが、その

ほか、乳幼児の死亡率とか、開発途上国が主に

抱えていた課題が中心になっているので、実は

先進国の中では開発協力を行っている人たちは

知っていましたが、そのほかの一般の方々から

は余り認知されていなかった目標です。

ただ、開発途上国の人たちにとってみると、

このＭＤＧｓは、２０００年にできたときから

みんな知っている状態で、そこからＳＤＧｓに

なったということで、みんな知っている状態に

なっています。

このＭＤＧｓは１５年運用していましたが、

様々な評価があります。もちろん、いい点、悪

い点、いろいろあります。特に良かった点とし

ては、このＭＤＧｓを使って開発途上国の政府

が政策の中で開発を主流化していきました。
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また、それに対して協力していく、例えば、

日本とか、ヨーロッパやアメリカといった先進

国の開発協力をしている人たちにとっても、Ｍ

ＤＧｓをベースにして政策の主流化を行ってい

くことが可能になってきました。

他方で、政策の中で開発が主流になってしま

った結果として、開発途上国の中では、例えば、

教育であったり、保健であったり、ＭＤＧｓの

ゴールに即したものを中心とした予算配分が行

われるようになるなど、そのほかの分野に予算

が回らないといった現象が起きたりしていたの

で、ＭＤＧｓというのは、世界的な目標として

つくられ、その中でも特に開発途上国をターゲ

ットにしたものという意味では世界でも初めて

に近いものでもあったし、また、政策の主流化、

若しくは制度の構築に非常に高い貢献をしてき

た一方で、逆にいろんなひずみを生んできたと

いう反省点もありました。

さらに２１世紀に入ってから、ＭＤＧｓが動

いている中ではありますが、御案内のとおり、

ヒト、モノ、カネだけでなく、情報も今や国境

を越えてどんどん動いていく状態になっていま

す。

残念ながら、最近は新型コロナで人の動きが

ちょっと滞ってはいますが、それでもやはりヒ

トやモノ、カネ、情報が国境を越えてどんどん

動き、影響力を持つようになってきています。

また、開発途上国の中にも中国、ＡＳＥＡＮ

諸国のように大きく経済成長しているところも

あり、それだけ強い経済力や社会的な力が生ま

れてきつつあります。特に近年では、アフリカ

諸国に非常に高い経済成長が見られるようにな

ってきました。

それに伴い、地球規模での外部性と呼んでい

ますが、例えば、気候変動の問題、地球温暖化

の問題、それに伴う災害の問題、また、生物多

様性の減少といった事象が生じてきており、こ

れまで開発途上国の成長だけを頑張っていけば

よかったんじゃないかではなく、それによって

世界全体が何らかの形で取り組んでいかないと

まずいという状況になってきたのが、この２１

世紀に入ってからの大きな変化です。

それに伴い、Ｒｉｏ＋２０というさきほど言

った２０１２年に開催された会議ですが、ちょ

うどリオ会議から丸２０年がたって、世の中を

もう一度見渡してみたとき、いやいや、実はあ

のときに環境を守りましょうと言っていたけど、

ちゃんと守られていない部分があるし、開発途

上国の経済成長や社会成長を優先したがために

環境がどんどん悪化してきているじゃないかと

いった背景もあり、このＲｉｏ＋２０という会

議が開催されたわけです。

そのときにこのＭＤＧｓがあって、いろんな

反省点はあるものの、世界全体をカバーする持

続可能な開発目標をつくるべきではないかとい

う議論が行われ、持続可能な開発目標を策定し

ましょうという決定がされました。

このＳＤＧｓをつくっていくまでの道のりで

すが、これはざっくり御説明します。もちろん、

国連での会議ですので、最終的には国連事務総

長から提議され、国連総会での決議という形に

なりますが、そこに至るまでには様々な方々の

声が入っています。

この中で言うと、まず、ＳＤＧｓオープンワ

ーキンググループというのが左下にあります。

あわせて、ファイナンス委員会という委員会も

ありますが、この二つが主に政府間で議論され

ていた場であり、ＳＤＧｓオープンワーキング

グループは、日本も含まれていますが世界の中

でも３０か国の政府の方々や専門家の方々で構

成されている仕組みになっており、ここで大き

なドラフティングを行っています。

その報告書が提案され、それが本会議に上が

っていきますが、そこに至るまでに事務総長の

報告のほか、パブリックコメントによって一般

市民や市民社会組織の方々、また、民間企業の

方など様々なステークホルダーから様々な意見

を聴取し、それをどんどん織り込んでいって、

最終的なＳＤＧｓの形になっています。

つまり、ＳＤＧｓは政府や国際関係をやって

いる人たちが勝手につくったというものではな

く、一般市民の方々を含めた様々な声を拾った

形でつくられているという特徴を持っています。

この議論を行っていく中で、いくつか特徴が
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ありました。特にハイライトすべき点として、

さきほど話をした三つの分野、経済、社会、環

境を統合的に対応していくような仕組みをつく

っていこう、それが全ての人たちに恩恵のある

形で価値を提供できるようにしていこう、また、

多くの人たちにしっかり関与できるような仕組

みをつくっていこう、こういった普遍性、ユニ

バーサリティーと呼んでいますが、全ての国々

や全ての人々が関与し、全ての人々に恩恵が与

えられるような仕組みをつくっていこう。その

ためには、ちゃんと行動につながっていって、

そして非常に野心的な目標をしっかり設定して

いきましょうという形になっていきました。

もちろん、国際交渉の中では様々な課題があ

りました。そういった課題をしっかり乗り越え

ながら、最終的には英文で全部で３５ページで

すが、国連決議という形で採択されています。

国連決議文書ですので、最初、前文からスタ

ートして宣言文があり、その後に持続可能な開

発目標とターゲットという形で記載されていま

す。

さらに、ＳＤＧｓを実施していくときの実施

手段とグローバル・パートナーシップはゴール

１７に関与してきます。それとフォローアップ

とレビューがどういう形で行われるのかといっ

たところまで記載されているのが、この国連決

議文書になっています。

この国連決議文書の中で示されている１７の

ゴール、それから、１６９のターゲットがこの

ＳＤＧｓと呼ばれているものです。

さきほど少しかいつまんで説明しましたが、

このＳＤＧｓは１７もゴールがありますが、Ｍ

ＤＧｓに比べるとゴールが倍以上になっていま

す。ＭＤＧｓは八つのゴールでしたが、今回１

７のゴールがあるという割と覚えにくいものに

なっています。それだけ地球全体での課題が増

えたということでもあります。

まずは１丁目１番地と呼んでいますが、ゴー

ル１、貧困からスタートして、食糧問題、保健

の問題、教育の問題、ジェンダー、水・トイレ

・衛生、エネルギー、経済成長、産業とイノベ

ーションと呼んでいます。公平性、都市の問題、

それから、ごみ・廃棄物の問題、１３、１４、

１５が地球環境に特に絡んできますが、気候変

動の問題や海洋資源の問題、それから、陸上資

源の問題、これは森林を含みます。１６番目が

法体系の話ですね、法律による公正性といった

問題や、平和、ピースキーピングの部分、それ

から、１７番目はほかの１６個に比べると少し

趣旨が違っていて、１７番目は１番から１６番

までのそれぞれの分野でのゴールを達成するた

めに必要な実施手段として１７番目が設定され

ているので、１７番目のゴールは、ゴールとい

うよりは、むしろ実施手段と呼んでいるもので、

１７番目は、実はゴールではないということを

御承知おきいただければと思います。

それぞれの詳細の課題に関しては、お手元の

資料の後半に参考資料という形で付けています。

本日は時間の関係で説明は割愛しますが、地球

規模、またはそれが地方においてどういった課

題があるかを少し示しています。

このＳＤＧｓですが、前文にその目的が書か

れています。「このアジェンダは」と、前文の

ところに書かれていますが、地球規模の課題と

いうことで、アジェンダと呼ばれています。こ

のアジェンダというのは、人間、地球及び繁栄

のための行動計画ですと書かれています。

前文の一番最初のところで、ＳＤＧｓの目的

が書かれています。ＳＤＧｓとは、２０３０年

の世界の絵姿であって、それを達成していくた

めに必要な世界共通の行動計画を示しているも

のです。

また、これによって大きな自由における普遍

的な平和の強化というものを追求していくもの

ですとなっています。

この大きな自由という考え方は、今の国際連

合がつくられた際の大きな考え方です。御案内

のとおり、国際連合は戦後つくられたもので、

第２次大戦を踏まえて、今後第２次大戦のよう

なことが起こらないようにしようとつくられた

組織でもあるので、この大きな自由という考え

方が一つ鍵になってくる考え方です。

このＳＤＧｓですが、大きく分けると五つの

特徴を持っています。さきほど話をした普遍性、
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全ての人々、全ての国々が対象になっています。

開発途上国だけではないということ。それから、

包摂性と呼んでいますが、誰一人取り残さない、

つまり、全ての人々に恩恵が与えられるといっ

たもの。参画性、全てのステークホルダー、全

ての人々がこの行動計画に参加していくという

こと。それから、統合性、環境・経済・社会と

いう三つを統合して取り組んでいくということ。

それと、しっかり透明性を担保していきましょ

うという仕組みになっています。

では、このＳＤＧｓが目指す将来の姿とは一

体どんな姿なのか。本文中には非常にたくさん

書かれていて、読めないというか、たくさんあ

るので、これをぱっと見てもなかなか分かりま

せんが、ざっくりいくつかにまとめていくと、

まずは誰一人取り残さないというのが非常に重

要だと。それから、さきほどの国連憲章にある、

より大きな自由の中での普遍的な平和を求めて

いこうということ。それから、身体的、精神的、

社会的に健康で満足できる状態が保障されてい

る社会にしていくべき。この身体的、精神的、

社会的に健康である状態、健康で満足できる状

態のことをウェルビーイングと呼びます。こう

いったことが保障されている世界。それから、

この地球が現在だけでなく、将来の世代のニー

ズもちゃんと支えることができるような形にし

ましょうという、この四つを満たした世界観が

この中で示されています。

ですので、これを一言にまとめると、世代を

超えて、全ての人々が自分らしく、幸せに過ご

せるような世界をつくっていこうというのがＳ

ＤＧｓが目指す２０３０年の世界の絵姿です。

これを実施していくために１７個のゴールが

設定され、その中に１６９ものターゲットが組

まれています。

参考までに、ゴール１２の中でどのようなタ

ーゲット設定になっているかを少し簡単にお示

しします。

この中身は御説明しませんが、前半部分、１

２．１から１２．８までが、いわゆるターゲッ

トと言われているもので、これが１６９個あり

ます。

さらに、実施手段という形で１２．ａ、１２．

ｂと数字の打ち方が変わっています。これは各

ゴールの中での実施手段になっています。もう

一つの特徴としては、ターゲットの中には２０

３０年までに達成する目標だけではなく、本来

であれば２０２０年、昨年までに達成しなけれ

ばいけなかった目標も実はこの中に含まれてい

ます。例えば、この中ですと１２．４が対象に

なってきます。

これに対して日本政府は２０１６年５月に持

続可能な開発目標推進本部を立ち上げ、総理の

下でこういった推進を行っています。また、行

政や民間セクターの方々、若しくはＮＧＯの方

々など様々なステークホルダーが参加する形で

のＳＤＧｓ推進円卓会議が行われており、ＳＤ

Ｇｓの実施指針が策定されています。

そのほか、ＳＤＧｓの普及であったり促進に

向けて、ジャパンＳＤＧｓアワード、ＳＤＧｓ

未来都市、自治体ＳＤＧｓモデル事業、こうい

ったもので地方創生をＳＤＧｓという観点から

果たしていこうというプラットフォームづくり

なども行われています。

現在、大分県下でもこういった自治体ＳＤＧ

ｓモデルの形成であったり、未来都市を目指し

ている自治体もあるので、自治体として積極的

に取り組んでいただける形になっています。も

ちろん、ほかの国との情報交換などの機会もつ

くられています。

日本政府の実施指針ですが、２０１９年１２

月に改定されました。特に特徴的なもので言う

と、日本のＳＤＧｓモデルをつくっていこうと

前の安倍総理が発表され、その中で日本として

のＳＤＧｓモデル、ビジネスとイノベーション

をＳＤＧｓと連動するようなＳｏｃｉｅｔｙ５．

０の推進ということ。

それから、ＳＤＧｓを原動力とした地方創生

を行っていこうということが書かれています。

つまり、日本政府のＳＤＧｓ実施指針には、こ

のＳＤＧｓを原動力として地方を創生していき

ましょうということがしっかりうたわれていま

す。

もう一つ、ＳＤＧｓの担い手としての次世代、
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それから、女性のエンパワーメントを図ってい

こうという大きな三つが日本のＳＤＧｓモデル

だと。これを世界にどんどん普及させていこう

ということを考えています。

さきほど少し話をした自治体ＳＤＧｓモデル

事業というものがあります。各地域の特徴を踏

まえながら、自治体としてＳＤＧｓ推進の事業、

プロジェクトを実施していくと。そのための補

助金が出るという仕組みですが、この図を御覧

のとおり、経済・社会・環境という三つの側面

がちゃんと融合されているところに事業があっ

て、その事業に対して補助金が出ますよという

仕組みになっています。

それぞれ経済の課題、社会の課題、環境の課

題、それに対してどういう取組を行っていくの

か。その取組を三つ融合させた形で、では、ど

んな事業を行っていくんですかということが問

われているのがこのＳＤＧｓモデル事業です。

もちろん、自治体の皆さまには様々な社会課

題があるかと思いますが、こういった経済や社

会、環境がそれぞれ融合されるような大きな事

業をやっていきませんかと。これに対して日本

政府も支援を行いますよとこの中で言われてい

ます。ですので、もちろんこれを実施すること

によって、経済、社会、環境全てにわたって何

かプラスが生じること、それが自律的に動いて

いくようになることによって、それぞれの地方

創生が進んでいくという狙いがあります。

こうしたＳＤＧｓですが、ここから少し大分

の方にも目を向けていこうと思います。

ＳＤＧｓが最近、日本国内だけでなく、地方

においても政策としてハイライトされているし、

また、民間企業の活動の中でも特にハイライト

されてきています。なぜ、みんなこのＳＤＧｓ

を見ているのか。

一つは、例えば、政策であったり、民間企業

の活動の基盤を強化していくという目的。それ

から、２０３０年に目指す世界に向けてどんな

行動が必要か、また、２０３０年にはどんな世

界になっていて、その世界で必要とされている

ものは何なのかを発掘できる非常にいい機会に

なっていくということ。それと、そういう方向

に世界が向かっていくんだとすると、今までや

っていることが実は対象にならなくなってくる

んじゃないか、自分のビジネスや今まで取られ

ていた政策が時代遅れになってしまうのではな

いかといったリスクが生じる可能性もあります。

こういったリスクを排除していくという考え方

から、このＳＤＧｓによって世界がどういう方

向を目指しているのかを皆が見極めようとして

いるところでもあります。

改めて、ＳＤＧｓを考えていきますが、ＳＤ

Ｇｓというのは、さきほど話をしたとおり、２

０３０年の世界の絵姿なので、まずはこの２０

３０年に自分の企業、若しくは自分のエリアが

あるとして、そのエリアが世界が目指している

２０３０年の世界の絵姿を前提として、どんな

サービス、若しくはどんな社会ができているの

かを考えていって、２０３０年にはどんなサー

ビスのニーズがあるだろう、どんな社会が形成

されているだろう、こういったことを考えてい

くためのヒントがここに隠されているというこ

とです。

さらに、２０３０年まではあと１０年ありま

す。１０年の間にこの目標を達成していくため

に様々な行動が期待されています。そのときに

必要となるであろう新しいサービスや新しいグ

ッズ、物、若しくは新しい活動があります。つ

まり、２０３０年の絵姿に向け、これから１０

年間様々な行動が必要ですが、その行動に対し

て必要とされるグッズやサービス、また、活動

はどんなものがあるのか、そこにも実はビジネ

スチャンスであったり、活動の機会があります。

つまり、この二つ、今から１０年間にわたって

の行動と１０年先の社会が必要としているもの

とは一体何かということが、このＳＤＧｓの中

から見てとれるという仕組みになっています。

そのため、もう御案内かと思いますが、大分

県長期総合計画はこのＳＤＧｓとのリンクを既

に行っています。もちろん、まだまだ見直して

いかなければいけない部分はたくさんあるかと

も思ってはいますが、こういった取組からスタ

ートしていくことによって、世界が目指してい

る世界と、大分が目指している２０３０年、こ
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れから先、どういったつながりがあるのかをま

ずは見ていく非常にいい取組と思っています。

他方で、これから世界が目指している世界、

２０３０年の世界の絵姿と今ある大分の現状は

一体どうなっているだろうということを少し見

ていくと、今、ローカルＳＤＧｓという取組と

いうか、試算が行われているところでもありま

す。法政大学を中心にこういったスコアリング

が行われています。

この数字だけでは非常に分かりにくいので、

グラフにしてみるとこんな感じです。正十七角

形が一番大きくなっているのが最も望ましいで

すが、残念ながら、今の大分のローカルＳＤＧ

ｓの指標だけを見てみると、必ずしも正十七角

形にはなっていません。弱い部分もあります。

もちろん、強い部分もたくさんありますが、弱

い部分もまだまだありますよねと。

ただ、今の時点で御注意いただきたいのは、

ローカルＳＤＧｓはあくまで試算、試みの計算

であって、まだこれが確立したものではありま

せん。今、トライアルという形で行われていま

す。というのは、世界規模でのインディケータ

ーとはやはり少し趣旨が違うということと、も

う一つは、それぞれの地域に応じたものを少し

加えていく必要があるのではないかといった議

論があるので、あくまで御参考ということで御

覧いただければと思っています。また、大分は

大分独自でこういったローカルＳＤＧｓの指標

をつくっていくことも可能かと思います。

このように、これから先、２０３０年を目指

した世界の絵姿ではありますが、その絵姿に向

けて、では、どういう考え方をしていくのか。

さきほどの開発の定義のところで少し御説明し

ましたが、しっかり現状を見ていきながら、ま

ずは現状を考えていく。現状から改善していく

ということを考えていく。こういったものをシ

ステム思考と呼んでいます。

一方、今、２０３０年の世界の絵姿が示され

ています。ここからバックキャスト、戻ってく

る形で、この世界に到達するためには一体何が

必要だろうということを考えていく、これをデ

ザイン思考と呼んでいます。ＳＤＧｓの考え方

は、このデザイン思考とシステム思考の組合せ

によって、では、何をやっていく必要があるだ

ろう。単純に現在のニーズ、現在の課題に対し

て対応していくだけでは、実は世界が目指して

いく方向と違う方向に行ってしまうかもしれな

い。

一方で、世界が目指している世界からバック

キャストをしてみたとき、今どういうポジショ

ンにいるだろうということも考えておかないと、

世界からどんどん離されてしまう可能性がある

ので、こういったシステム思考的な考え方とデ

ザイン思考的な考え方をうまく組み合わせてい

くことによって、今、何をやらなければいけな

いのか、これから５年後、何をやっていなけれ

ばいけないのかを考えていくことが必要になっ

てきます。

このＳＤＧｓですが、何度も申し上げている

経済、社会、環境という三つのトリプルボトム

ラインによって構成されていますが、それぞれ

１７個のゴールのうち１６個がこういった経済、

社会、環境といった分野に分類することが可能

です。それを実施していく真ん中のラインのと

ころに１７番目の実施手段が立っている仕組み

になっていますし、また、それぞれの課題は独

立した課題ではありません。様々な課題が一緒

にくっつき合っている状態というか、関係し合

っています。この関係の中には、ある課題を解

決するとほかの課題の解決にもつながるよとい

う相乗効果を生むケースもありますが、一方で、

ある課題を解決すると、そのほかの問題が出て

くるというトレードオフの関係もあります。私

どもの研究の中では、こういった相乗効果につ

ながっていくもの、また、トレードオフにつな

がっていくといった関係を把握することによっ

て、どういった政策に対して優先度を設定して

いくべきなのかといった研究を進めてきている

ところでもあります。

ということで、非常に長時間にわたりました

が、最後にまとめさせていただきます。

今回のＳＤＧｓですが、世界の目標です。世

界の目標だからといって自治体には関係ない話

かというと、決してそうではないと御承知おき
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いただければと思います。

というのは、世界が目指している方向である

からこそ、世界の方向をある程度見ながら地方

の今後の在り方を考えていかないと、世界と地

方のギャップが生じてしまうのは決して望まし

いものではありません。なぜなら、さきほども

少し話をしましたが、例えば、開発途上国から

大分に訪れる方というのは、彼らはＭＤＧｓの

時代からこの課題に対してある程度の考え方を

お持ちの方々でもあります。大分の企業の皆さ

んがほかの国と貿易される際には、その貿易の

基準になってくるものがＳＤＧｓになっている

部分というのもあるので、世界とつながってい

くためには、世界がＳＤＧｓをベースにして、

どの方向に向かっているのかという世界目線が

どうしても必要になってきます。そのため、地

方自治体の中では、この世界目線を持ちながら

も、もちろん地方にある地方の課題の解決とい

う地方目線と世界目線の双方への対応が求めら

れてきます。

他方で、ＳＤＧｓは競争ではありません。誰

が達成して一番かを競争し合っているものでは

ありません。もちろん、それぞれの地域の、そ

れぞれの特徴に応じてＳＤＧｓを目指していく

というのがあってしかるべきだと思いますし、

２０３０年、全ての国や全ての地域がＳＤＧｓ

を達成しているとはとても思えないですが、た

だ、今後将来、このＳＤＧｓを基軸にしていき

ながら、大分らしいＳＤＧｓをつくっていくと

いうのも一つありかなと思っているところでも

あります。

そういう意味では、今後、大分が世界標準と

いう形になっていくきっかけにもなり得るので

はないかなと考えていますので、ぜひ皆さま方

のお力添えをいただきながら、より良い大分、

より世界を目指す大分を一緒につくっていけれ

ばと考えています。

非常に長くなって申し訳ありませんが、これ

で私の話を終わります。御清聴、誠にありがと

うございました。（拍手）

三浦委員長 須藤先生、ありがとうございまし

た。

それでは、これより意見交換に入ります。

委員外議員の皆さんも含め、どなたからでも

結構ですので、何か御質問や御意見、御提案等

がありましたら、挙手をお願いします。

井上委員外議員 日田市の井上と言います。

ＳＤＧｓについて、いろいろ詳しい話をあり

がとうございました。

世界中の問題を解決しようということで、非

常に難しい目標でもあると思いますが、大分県

に置き換えた表がさっきありましたね。あれな

んか非常に興味深く見えますが、この中で、６

番の安全な水とトイレを世界中にというのと、

１１番の住み続けられるまちづくりを、特にこ

の二つのスコアが大分県は非常に低いです。大

分県に住んでいる者としては何となくショッキ

ングな項目ですが、この辺、どういうことでこ

うなっているのか、もし分かればお願いします。

須藤参考人 御質問、ありがとうございます。

まず、ゴール６ですが、ここに使われている

指標が、私も余りいい指標ではないかなと思っ

ていますが、全ての住民に対して公共での水供

給が行われているかであったり、下水の設備が

整っているかが指標になっています。

特にその中で低いのが、公共水道の分でいく

と大分県はまだまだ井戸水を使われている方で

あったり、簡易水道を使っている方々がいると

いうことで、そこの指標が若干落ちているとい

う背景があります。もちろん、これが低いから

といって水へのアクセスがないというわけでは

なく、そういった指標の取り方がされていると

いうことで低くなっていると御承知おきいただ

ければと思います。私もその指標をちょっと変

えていく必要があるだろうと思っています。

それから、ゴール１１ですが、この中には災

害対応が含まれていて、御承知のとおり、最近、

大分県は特に水害を含め、災害対応は非常にし

っかりなされていますが、他方で災害リスクが

非常に高くなってきているという部分がありま

す。こういった部分がどうしても点数というか、

このスコアを落としている部分になっています。

井上委員外議員 ありがとうございました。

後藤副委員長 ゴール１７はどうでしょうか。
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須藤参考人 この点数の一番大きなところは財

政です。県内財政が指標になっていて、もちろ

ん県内財政は簡単にいじられるものではないで

すが、全ての地方自治体で地方財政は非常に厳

しい状況があります。その地方財政が指標にな

っているがために低い数字になっています。

これは、実は大分県だけではなく、ほとんど

の都道府県及び市町村が、都道府県レベルでい

うと東京都を除くそのほかほぼ全てみたいな感

じになっていますが、いわゆる地方財政の課題

でもあるので、地方だけでなく、国とあわせて

一緒に取り組んでいくべき部分ではあります。

後藤副委員長 ありがとうございました。

三浦委員長 せっかくですので、執行部の方か

らも何かありましたら。

工藤政策企画課長 政策企画課長の工藤です。

御講演ありがとうございました。

先日、大学の先生の研究室までずけずけお邪

魔しました。大変ありがとうございました。

今日、御講演の中で資料２７ページですか、

自治体ＳＤＧｓモデル事業の説明をされている

ページがあります。県執行部として進める中で、

このＳＤＧｓを意識しながらの部分は日々持っ

ていますが、いろんな書物を読んで、あと先生

のお話も伺って、確かに理念的な部分に異を唱

えるところは全くありません。

ただ、我々行政に携わっている者としては、

これをいかに実践に移していくか、どういうも

のが実践なのかを日々問い続けています。

新年度、令和３年度はいかに行政の中で実現

していくかという一つのトライアルとして、須

藤先生が中心になって、日出町で事業をすると

いう話を聞いています。恐らくこのＳＤＧｓの

自治体モデル事業、この補助金などを使ってさ

れるのかなと思いますが、ぼんやりでもいいで

すが、日出町で進めようとする事業はどういう

事業であればこの絵にかなうのか、どういう事

業を予定されているのか、その辺をちょっとか

いつまんで教えていただければと思います。

須藤参考人 ありがとうございます。日出町が

実は自治体ＳＤＧｓモデル事業に提案を出そう

ということで準備を進めていましたが、ちょっ

と時間的に間に合わず、今回の申請は見送りと

いう形になっています。

ただ、こういったモデル事業をつくっていく

ときに、日出町で考えていたことを少しかいつ

まんで御説明したいと思います。

経済、社会、環境それぞれの分野の中で言う

と、例えば、環境であれば、日出町は山があり、

海があり、豊かな湧き水もありということで自

然環境に恵まれている一方で、最近は例えば、

太陽光パネルの開発であったり、自然環境の破

壊にもつながっているのではないかといった部

分もあったり、若しくは町民の皆さんが豊かな

自然の恩恵を受けている一方で、必ずしもそれ

を保全していくところまで意識がたどり着いて

いないのではないかといった背景、また、経済

の方もベッドタウンとしての役割はありますが、

やはり大きな工場がなくなって以降、次の経済

の施策は一体何か、また、大分や別府のベッド

タウンとしての社会としては非常にいい住環境

にあり、特に日出町は大分県下の中でも暮らし

やすい町と認識はされている。ただ、やはり交

通面であったり、様々な課題がある。

そうした中で、これからの日出町は何を見て

いくべきなのか。まずは町民の皆さんがそれぞ

れ手を取り合って町をよりよくしていく、そう

いった町民の間でのつながりが一つ。

それから、自然環境がある。この自然環境を

よりいかしていきながら、それが新たな価値を

生んでいくような仕組みをつくれないか。その

ときに、例えば、山側では過疎が進んでいると

ころがある。その中で公共建造物がだんだん放

棄されてきているような、せっかくある資産、

価値が放棄されてきているのではないか。そう

いったものを改めて見直して再価値化をしてい

くことによって、経済や社会の価値をより高め

ていく。廃校となった小中学校も跡地を活用し

ていきながら、自然環境の価値、社会の価値、

経済の価値がより融合し合って、それぞれの相

乗効果で高い価値を生み出し、それによって町

の住民の皆さんがより豊かな生活ができるよう

な仕組みづくり、グリーン経済と呼んでいます

が、そういった取組を行っていこうという事業
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を提案しようとしていたところでした。

工藤政策企画課長 ありがとうございます。

日出町と先生でされるということで、先生の

お時間も非常に限られているだろうから、県も

いろいろ先生にお願いしたいことがありますが、

若干遠慮していました。日出町が頓挫したとい

うことになると、また県も産学官連携の中でい

ろいろお願いしていることもあるので、引き続

き、それでは県とということでよろしくお願い

したいと思います。

後藤副委員長 せっかくなので、先生にちょっ

と教えていただきたいんですが、オルタナとい

う雑誌があります。多分、日本唯一のＳＤＧｓ

の雑誌だと思っています。私、１０年ぐらいず

っと読んでいました。その中で、日本でＳＤＧ

ｓだとか、サステーナブルとか言い出したのは、

多分、東日本大震災が契機だったと思っていま

す。

ずっと見ていると、日本ってあまり変わって

いないですが、欧米諸国は寄附の文化があった

り、それから、教育が子どもたちに徹底されて

いるところが多分日本と違うんじゃないかなと、

ずっとこの１０年間ぐらい思っています。それ

について先生にもしお考えがあれば聞かせてい

ただきたいと思います。

須藤参考人 ありがとうございます。オルタナ

は私もよく拝見していて、様々なケースがあっ

て、非常に面白い雑誌だと思っています。

今、副委員長から御指摘があったように、日

本で持続可能な開発というのが少しずつ言われ

始めたのは、私ももう少し前かなと思っており、

特にバブルが崩壊してから少しずつ社会が変容

してきた中で、改めて自然環境を見直していこ

うということ、さらにさきほど御指摘があった

東日本大震災、もしくはそれ以降の、こちらで

は熊本、大分の震災、そのほか水害等様々な災

害が起きる、自然災害によって大きな影響を受

けているところが日本ではハイライトされるよ

うになってきているのではないかと思っていま

す。この部分は、実は気候変動と大きく絡んで

いる部分でもあるので、より高い意識が必要に

なってくるかなとは思います。

一方で、ヨーロッパ、アメリカ、特にアメリ

カはここしばらくの間、ちょっとその方向から

ずれていましたが、新たにバイデン政権になっ

てからはパリ協定に復帰するなど、また改めて

方向転換を行ってきているところですので、今

後の取組を注視していきたいと考えています。

ヨーロッパに関しては、私が承知している範

囲で言うと、やはり２０１０年頃、特に２００

８年から２００９年頃、リーマンショックの影

響を受け、新たにヨーロッパの経済の立て直し

が必要になったときに、どういう方向で新たな

成長を遂げる必要があるのかと随分議論もされ

ていました。

実は、私もそこに自分の論文を発表しており、

そのときの私の論文のタイトルが「Ｇｒｅｅ

ｎｉｎｇ Ｒｅｃｏｖｅｒｙ（グリーニング

・リカバリー）」でしたが、それが実は最近は

やりのグリーン・リカバリーという言葉につな

がっています。

何かと申しますと、特にリーマン危機からの

経済復興を行っていくときに新たな投資分野を

ヨーロッパが探し始めた中で、環境分野は実は

これまで十分に投資がされていなかった分野で、

新たな仕事を生み出したり、新たな産業を生み

出す可能性があり得る分野として、特にドイツ

を中心として環境分野への投資を積極的に行う

ようになってきています。それもあって、再生

可能エネルギーへの投資であったり、普及が非

常に進んできているし、また、その中で一般の

市民の方々や、さきほど委員御指摘のとおり、

子どもたちもそういった環境を大事にしていか

なければ、環境に価値があるんだ、ということ

への認識を非常に高く持つようになってきた。

ここには教育という観点だけでなく、経済性、

つまり、環境という分野が新たな経済分野とし

て大人たちもフォーカスする。環境ってすごく

大事なものだという抽象的なものではなく、こ

れが経済価値、実際の金銭価値にもつながって

いくんだというのが社会の流れになってきたと

ころが、ヨーロッパの皆さんの環境への意識を

大きく変えたのではないかなと私は見ています。

さきほどグリーン経済、グリーン成長という
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話をしました。このグリーン成長は、２００４

年にアイデアとしては出ているもので、実は私

もこのアイデアづくりに関与していますが、こ

のグリーン分野、環境分野への投資を増やして

いくというのは、新たな産業分野としては非常

に有効な分野の一つではないかなと考えており、

例えば、日本も最近ようやく新しい産業であっ

たり、新しいイノベーション、ここがビジネス

チャンスにつながっていくという考え方が少し

ずつ増えてきています。そういった大人たちの

取組を見て、子どもたちも環境の重要性、環境

の価値を認識するようになるのではないかなと

考えています。

後藤副委員長 ありがとうございました。

三浦委員長 ほかによろしいですか。

〔「なし」と言う者あり〕

三浦委員長 それでは、お礼の言葉の前に、私

から、さきほど出た自治体ＳＤＧｓモデル事業

について。

他県では、県や市、町で既にかなり取組が実

施されていますが、大分県ではまだ採択を受け

ていません。

今日は、日出町も含めて、各地域の議員がい

るので、ぜひそれぞれの地域でＳＤＧｓモデル

事業について協議をしていただければと思って

います。

引き続き、先生には、御支援、御協力、また

御指導のほど賜りますようお願い申し上げます。

最後に、お礼の言葉を後藤副委員長より述べ

ます。

後藤副委員長 先生、今日はありがとうござい

ました。大変、勉強になりました。

先生も近くのＡＰＵにいらっしゃるので、我

々もしっかり学んでいきたいと思います。これ

からもどうか御指導のほど、よろしくお願いし

ます。ありがとうございました。

三浦委員長 それでは、これをもって須藤智徳

先生を招いての総務企画委員会を終了します。

皆さん、御協力ありがとうございました。


